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令和６年度  事業方針

令和６６年度  令和６６年度 予　算予　算令和６年度  予　算

「互いに助け合い安心して暮らせるまち」
●基本理念●

基本目標1 地域を支える人づくり
　近年、公的な福祉サービスの充実が進んでいま
すが、少子高齢化などを要因とする、日常生活で
の軽易な困りごとなど、制度では拾いきれないニ
ーズ（制度の谷間にある人）が地域では存在しま
す。
　そのような地域における生活課題の解決と将来
の地域の発展のため、ボランティア活動者や児
童・生徒などを主な対象として、各種講座や研修
会を開催し、地域づくりを主体的に行う人づくり
を進めます。

基本目標3 安心して暮らせるまちづくり
　世代や生活状況にかかわらず、人と人、人と資
源が丸ごとつながる身近な地域の居場所づくりを
支える支援に努めます。
　近年増加する介護・生活支援サービスのニーズ
に対応し、介護保険事業所の安定した経営並びに
軽費老人ホームの適切な管理を継続するため、福
祉人材の確保に努め、適切なサービスを提供する
とともに、利用者やその家族に満足していただけ
る良質な福祉サービスの提供を目指します。
　また、成年後見事業の体制強化に努め、増加傾
向にある権利擁護ニーズに対応していきます。
　住民の生活に大きな影響を与える災害への対策
としては、大規模災害に備え、災害時にボランテ
ィアの力が十分に発揮されるための仕組みづくり
をはじめとして、災害ボランティアセンター設置
の具体的な対応を進めるため、行政との連携強化
と協議を進めていきます。

基本目標4 地域に求められる組織づくり
　地域福祉を推進する中核的な組織として、地域
に存在する生活課題の把握と解決に向け取り組み、
より効果的な事業を展開するため、法令の遵守と
内部統制に努め、安定した組織運営から新たな事
業の創出を目指します。

基本目標2 地域で支え合う絆づくり
　地域共生社会の実現に向け、これまで以上に地
域住民並びに行政との連携を図り、支え合い活動
の推進に取り組むほか、地域住民が持つインフォ
ーマルな力を支援するための仕組みづくりを進め
ます。
　また、近年増加する生活困窮や権利擁護に関す
る相談支援に十分に対応するための体制整備に努
めます。実際の生活課題などの相談内容は、年々、
複雑化していることから、社会福祉協議会が地域
の身近な存在となり、相談しやすい窓口として、
より柔軟な相談体制を目指します。

人件費
117,041事業費

51,978

事務費
29,864

予備費支出 3,583

貸付事業支出 1,015

障害福祉サービス等
事業収入 3,854

受取利息配当金収入 6
その他の収入 18

積立資産取崩収入 955
前期末支払資金残高 12,978

共同募金配分金事業費 493

積立資産支出 1,379会費収入 3,391
寄付金収入 3,000

受託金収入 12,699

貸付事業収入 1,015
事業収入 1,507

介護保険
事業収入
33,762

老人福祉
　事業収入
　80,581

経常経費
　補助金収入
　54,420

●収入の部 ●支出の部

収入合計
208,186

支出合計
208,186

助成金支出 2,261

固定資産取得支出 572

事業方針
　令和６年度は、新たに策定した「第７期地域福祉実
践計画」の初年度として、既存の事業を継承しながら、
新たな生活課題の解決と支援に行政をはじめとする関
係機関と連携しながら、取り組みます。

（単位：千円）
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●ボランティアセンター運営事業
　①ボランティア活動相談（ニーズの把握とマッチン
グ）

　②ボランティア関連情報の発信（ホームページ・広報
誌）

　③ボランティア活動保険の加入促進
　④ボランティアセンター運営委員会の開催
●ボランティア団体活動助成事業
●ボランティア指定校助成金交付事業
●ボランティア研修会開催事業
　①クリーンウォーク2024in野付半島
　②災害ボランティア研修会
●収集ボランティア事業（リングプル・古切手の収集）
●福祉出前講座

○基本目標１ 地域を支える人づくり
●小地域ネットワーク活動
　①指定地区への活動費助成（８地区を予定）
　②活動への情報提供と助言
●災害援護金交付事業
●児童生徒進学（就職）支援金交付事業
●要援護者給付事業
●福祉団体助成事業
●福祉イベント開催事業
●生活福祉資金貸付事業（北海道社会福祉協議会受託事
業）
　①総合支援資金
　②福祉資金
　③教育支援資金
　④不動産担保型生活資金
●愛情銀行資金貸付事業
●総合相談窓口の開設・情報提供
●生活困窮相談窓口の開設
●権利擁護事業相談窓口の開設

○基本目標２ 地域で支え合う絆づくり

●介護保険事業
　①居宅介護事業所（介護サポートセンターほほえみ）
　②居宅介護支援事業所（ケアサポートしゃきょう）
　③障害者居宅介護事業（介護サポートセンターほほえ

み）
　④訪問入浴介護事業所
●生活支援事業（別海町受託事業）
　①外出支援サービス事業
　②配食サービス事業
●介護職員初任者研修（別海町共催事業）
●ケアハウスみどり野の管理（別海町指定管理施設）
●防災啓発活動と災害時におけるボランティア活動体制
整備
●成年後見事業
　①成年後見中核機関事業
　②成年後見実施機関事業
　　（法人後見による利用
　　者支援）
●日常生活自立支援事業
　（北海道社会福祉協議会
　受託事業）

○基本目標３ 安心して暮らせるまちづくり

●広報事業
●第42回別海町社会福祉大会の開催
●各種会議の開催
●財務、運営状況の監査
●各種研修会への参加
●公費補助金の確保と規則等に基づいた適正な執行
●社会福祉協議会会員会費の拡大促進

○基本目標４ 地域に求められる組織づくり

令令和６年度  令令和６年度 事業計事業計画令和６年度  事業計画
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令令令令和 年年   令令令令令令和和和和和和５５５５５５年年年年年年度度度度度度 社社社社社社社社協会会会員員員会会会費のののののおおおおおお礼礼礼礼礼礼礼礼ととととととと報告告告社社社社社社社社社協協協協協協協協協会会会会会会会会会員員員員員員員員会会会会会会会会会費費費費費費費費費のののののののおおおおおおおお礼礼礼礼礼礼礼礼礼とととととととと報報報報報報報報告告告告告告告告告令和５年度  社協会員会費のお礼と報告
　みなさまからお寄せいただいた社協会費3,096,096円
は、地域福祉活動の事業運営などの財源として大切に
活用させていただきました。

■内訳　　　　　　　　　　　　　　　（令和6年3月31日現在）
会員の種別

一 般 会 員

賛 助 会 員

世帯数（数）

3,119世帯

15企業･団体（右記）

合　計（円）

2,801,096

295,000

■令和5年度社協会費の使い道
項　　目（事業）

運 営 費

企 画 ・ 広 報 事 業

地 域 活 動 推 進 事 業

福 祉 団 体 助 成 事 業

ボランティアセンター事業費

金　額（円）

2,721,096

170,000

70,000

110,000

25,000

内　　　　　　容

地域福祉推進の活動など

ホームページの運用・広報の発行など

小地域ネットワーク・研修会の実施など

福祉団体の活動助成など

ボランティア団体及び指定校助成・ボランティア研修会など

・別海町内農協連絡協議会
・別海漁業協同組合
・野付漁業協同組合
・大地みらい信用金庫別海支店
・雪印メグミルク㈱別海工場
・森永乳業㈱別海工場
・㈱ミノルカンパニー
・北海道エネルギー㈱別海給油所

・別海町森林組合
・雪印種苗㈱別海営業所
・㈲菅野整備工場
・㈱オーレンス
・アルファ商事㈲
・㈱小泉機械店
・㈾丸芳佐藤商店

賛助会員一覧　※敬称略

　　　　　　　　　　　　　社協会員とは、社会福祉協議会の事業に賛同し、支えていただく個人や企業などのみな
さまのことです。別海町社会福祉協議会では地域福祉活動に「会員」のみなさまからいただいた会費や寄付を使うこ
とで地域に還元しています。
　会員の加入は任意であり、強請するものではありませんが、暮らしやすい町づくりのためより多くのみなさまのご
理解ご協力をお願いいたします。

　この度、41年間勤めて
いた別海町役場を退職し、
別海町社会福祉協議会に入
職しました中村公一です。
私の地元である別海町のみ
なさんに笑顔になっていた
だけるよう日々がんばって
いきたいと思っていますの
で、どうぞよろしくお願い
いたします。

　

別
海
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で

取
り
組
ん
で
い
る
収
集
活
動
に
多
く
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

寄
せ
ら
れ
た
リ
ン
グ
プ
ル
は
必
要
量

に
達
す
る
と
、
福
祉
用
具
に
交
換
し
、

社
会
福
祉
協
議
会
に
て
必
要
と
し
て
い

る
方
へ
無
償
で
貸
出
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
使
用
済
み
切
手
は
収
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団
体

に
よ
り
、
ア
ジ
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ア
フ
リ
カ
の
保
険

医
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に
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立
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れ
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ま
す
。
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み
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手

内
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収
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岱
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連
絡
事
務
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・
別
海
町
上
風
連
連
絡
事
務
所

・
別
海
町
東
公
民
館

・
別
海
町
西
公
民
館

・
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海
町
町
民
体
育
館

・
別
海
町
社
会
福
祉
協
議
会

収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

御
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

別海町商工会女性部のみなさま
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（敬称略）

令
和
５
年
12
月
７
日
〜
令
和
６
年
４
月
10
日

福　

原　

ア
サ
ヨ
（
本
別
海
）

木　

幡　
　
　

誠
（
泉
川
）

福　

本　

富　

保
（
中
標
津
町
）

延　

藤　

千
鶴
子
（
西
春
別
駅
前
栄
町
）

丹　

羽　

邦　

江
（
北
見
市
美
山
町
）

日　

下　

け
い
子
（
別
海
緑
町
）

髙　

桑　

敬　

治
（
上
風
連
）

山　

賀　

良　

太
（
中
西
別
）

𣕚　

木　

栄　

一
（
豊
原
）

増　

岡　

哲　

生
（
豊
原
）

羽　

石　

正　

憲
（
中
西
別
）

宮　

武　

敏　

文
（
別
海
旭
町
）

髙　

橋　

𠮷　

弥
（
中
西
別
）

中　

山　

敦　

夫
（
別
海
）

内　

山　

美　

津
（
別
海
）

河　

嶋　

憲　

一
（
別
海
宮
舞
町
）

谷　

川　

裕
喜
子
（
上
春
別
緑
町
）

小　

原　

優　

也
（
西
春
別
宮
園
町
）

菅　

沼　

良　

二
（
尾
岱
沼
港
町
）

村　

山　

静　

一
（
床
丹
）

松　

尾　

俊　

晴
（
別
海
宮
舞
町
）

菊　

池　

孝　

義
（
別
海
）

阿　

部　

勇　

一
（
別
海
旭
町
）

羽　

石　

昭　

子
（
中
西
別
）

木　

下　

恵　

佳
（
上
風
連
）

上　

林　

秀　

也
（
本
別
海
）

栗　

栖　

紀　

子
（
別
海
川
上
町
）

上　

林　

克　

則
（
尾
岱
沼
）

佐　

藤　
　
　

勇
（
上
春
別
南
町
）

丹　

羽　

雪　

子
（
別
海
旭
町
）

館　

内　

美
和
子
（
別
海
川
上
町
）

佐　

野　
　
　

勇
（
上
春
別
）

志　

賀　

則　

男
（
別
海
）

坂　

下　
　
　

寿
（
尾
岱
沼
潮
見
町
）

本
別
連
合
婦
人
会
（
本
別
）

芳　

賀　

浩　

美
（
上
春
別
）

㈱
ア
シ
ス
ト
（
別
海
）

杉　

本　

敬　

治
（
西
春
別
駅
前
曙
町
）

大　

畑　

紀
美
子
（
上
春
別
）

宮　

森　

美
智
子
（
中
春
別
）

水　

本　

幸　

弘
（
別
海
新
栄
町
）

勇　

金　

勝　

善
（
札
幌
市
北
区
）

酒　

井　

香
奈
美
（
別
海
）

佐　

藤　

美　

子
（
西
春
別
駅
前
西
町
）

宍　

戸　

則　

雄
（
別
海
旭
町
）

吉　

野　

宣　

和
（
別
海
）

角　

谷　

勝　

治
（
走
古
丹
）

上　

田　

千　

幸
（
中
春
別
南
町
）

　3月20日、別海町生涯学習センターにて、福祉まつりを開催しました。
　このイベントは、福祉活動を身近に感じてもらうことを目的に開催しているもので、令和５
年度は「福祉体験」をテーマに、手話によるコミュニケーション方法や点字の打ち方、専用の
器具を装着しての高齢者疑似体験など、障がいがある方や高齢者の方への理解を深めました。
　また、ボランティア団体の協力による軽食コーナーでは、災害時の非常食として活用される
アルファ米を使用したカレーライスや焼きそばの提供を行い、用意した各100食は、すべて
完配しました。また、縁日を模したこども広場では、わたあめや射的が大人気でした。
　このほかに、会場では福祉施設による商品の販売や介護用品、防災用品の展示、成年後見に
関する相談会などを行い、300人を超える来場をいただき、多くの皆さんのご協力により盛
況のうちに終えることができました。
～協力団体～（順不同／敬称略）
•別海手話の会：手話体験講師
•西別赤十字奉仕団：カレーライス調理提供
•（福）べつかい柏の実会：商品販売
•（株）メルプ：介護用品展示・相談
•別海町子ども会育成連絡協議会：焼きそば調理提供、運営協力

第10回第第第第第第第 回10第1 回0回第10第第第第 福祉まつりりりつりま祉祉ま祉福祉祉福祉福祉 つりまつまつ祉ま祉 つりまつ祉ま祉ま祉祉祉祉福福福第10回 福祉まつり
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社
会
福
祉
協
議
会
が
担
う
「
成
年
後
見

制
度
等
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

 

成
年
後
見
っ
て
ど
ん
な
制
度
？

　

認
知
症
、
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い

等
に
よ
り
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
方
の
、

契
約
行
為
や
手
続
き
を
後
見
人
が
お
手
伝

い
し
、
大
切
な
お
金
や
権
利
を
守
る
制
度

で
す
。　

　

制
度
を
利
用
す
る
方
の
判
断
能
力
に
よ

り
「
補
助
・
保
佐
・
後
見
」
の
区
分
が
あ

り
ま
す
。

後
見
人
は
、
ど
ん
な
こ
と
を
お
手
伝
い
し

て
く
れ
る
の
？

●
定
期
的
に
訪
問
し
、
制
度
を
利
用
す
る

方
の
生
活
状
況
を
確
認
し
ま
す
。

●
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
入
院
、
施
設
入
所
等

の
手
続
き
や
契
約
の
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。

●
高
価
な
物
を
買
う
と
き
の
相
談
や
、
誤

っ
て
購
入
し
て
し
ま
っ
た
と
き
の
取
消

手
続
き
を
し
ま
す
。

●
や
り
繰
り
が
で
き
な
い
方
の
、
お
金
の

管
理
を
一
緒
に
考
え
、
支
払
い
の
お
手

伝
い
を
し
ま
す
。

●
相
続
し
た
家
や
お
金
を
ど
う
す
る
か
決

め
ら
れ
な
い
場
合
、
必
要
に
応
じ
て
支

援
し
ま
す
。

後
見
人
等
が
で
き
な
い
こ
と

●
制
度
を
利
用
す
る
方
の
日
用
品
の
買
い

物
●
事
実
行
為
（
食
事
や
排
せ
つ
等
の
介
助

や
清
掃
、
送
迎
や
病
院
の
付
き
添
い
な

ど
）

●
医
療
行
為
へ
の
同
意

●
身
元
保
証
人
、
身
元
引
受
人
、
入
院
保

証
人
等
に
な
る
こ
と

相
談
は
ど
こ
に
行
け
ば
い
い
の
？

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
ほ
か
に
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
役
場
介
護
支
援
課
な

ど
で
も
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

相
談
者
と
対
象
者
の
気
持
ち
に
寄
り
添

い
、
支
援
関
係
者
が
連
携
し
、
適
切
か
ど

う
か
を
判
断
し
ま
す
。

※
必
要
に
応
じ
て
専
門
家
（
法
テ
ラ
ス
、

司
法
書
士
等
）
に
繋
ぐ
こ
と
も
し
ま
す
。

利
用
ま
で
の
手
続
き
は
？

　

親
族
（
ま
た
は
居
住
地
の
町
長
な
ど
）

が
必
要
な
書
類
等
を
準
備
し
、
家
庭
裁
判

所
に
後
見
等
開
始
の
審
判
を
申
し
立
て
、

成
年
後
見
人
を
選
任
す
る
の
が
「
法
定
後

見
制
度
」
で
す
。

　

将
来
に
備
え
、
自
ら
選
ん
だ
代
理
人
に

代
理
権
を
与
え
る
契
約
を
結
ん
で
お
く

「
任
意
後
見
制
度
」
も
あ
り
ま
す
。

利
用
手
続
き
が
大
変
そ
う

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
申
し
立
て
等
の

手
続
き
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
手
続
き
で
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

途
中
で
利
用
を
や
め
ら
れ
る
の
？

　

判
断
力
が
回
復
し
た
場
合
（
医
師
の
診

断
書
で
認
め
ら
れ
た
と
き
）
を
除
き
、
途

中
で
や
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
利
用

す
る
前
に
よ
く
相
談
す
る
こ
と
が
大
事
で

す
。

利
用
に
は
お
金
が
か
か
る
の
？

　

利
用
の
た
め
に
は
、
家
庭
裁
判
所
に
書

類
を
提
出
す
る
際
に
若
干
の
手
数
料
が
か

か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
成
年
後
見
人
が
決
ま
っ
た
後
、

そ
の
業
務
に
対
し
て
報
酬
を
支
払
い
ま
す
。

報
酬
額
は
、
家
庭
裁
判
所
が
決
め
ま
す
。

（
所
得
が
少
な
い
方
に
は
町
の
助
成
制
度

が
あ
り
ま
す
）

 

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　

お
金
を
計
画
的
に
使
え
な
い
…
大
事
な

通
帳
や
、
書
類
を
よ
く
紛
失
し
て
し
ま
う

　
…
訪
問
販
売
な
ど
で
、
よ
く
わ
か
ら
な
い

う
ち
に
買
わ
さ
れ
て
し
ま
う
…
今
は
一
人

で
何
と
か
お
金
を
管
理
で
き
る
が
、
こ
の

先
が
心
配
…

　

こ
ん
な
不
安
が
あ
る
在
宅
生
活
の
方
を

対
象
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
手
続
き
や

生
活
費
の
管
理
を
お
手
伝
い
す
る
事
業
で

す
。

　

利
用
に
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
利
用

を
希
望
さ
れ
る
ご
本
人
と
の
契
約
が
必
要

で
す
。

●
利
用
料
は
、
１
回
（
１
時
間
程
度
）

1
，
2
0
0
円
と
、
生
活
支
援
員
の
交
通

費
実
費
が
か
か
り
ま
す
。

※
生
活
保
護
世
帯
は
無
料

■
制
度
に
関
す
る
相
談
問
合
せ

　

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
事

前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

電
話
0
1
5
3
ー
7
5
ー
2
1
4
8

べべ
つつ
か
い
安安
心
サ
ポ

ト
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

べべ
つつ
か
い
安安
心
サ
ポ
ーー
ト
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

べ
つ
か
い
安
心
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り


